
そ
ば
・
バ
ラ
・
徳
内
ば
や
し
の
ま
ち

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る
村
山
市

開
発
を
予
定
し
て
い
る
駅
西
エ
リ
ア
と
昨
年
供
用
を
開
始
し
た
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト（
環
状
交
差
点
）

施
政

方
針

と
予

算
の

概
要

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

ワ
ク

チ
ン

集
団

接
種

の
今

後
の

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

、
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

経
済

対
策

、
小

学
校

適
正

規
模

・
配

置
に

つ
い

て
、
第

8
期

介
護

保
険

事
業

計
画

を
策

定
、
村

山
市

長
賞

受
賞

者
、
助

成
金

・
補

助
金

  ほ
か

2
0

2
1
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要

 の概要
   紹介します。

　

市
政
運
営
の
基
本
方
針
を
、
最
重
点

施
策
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
開
発
と
中
心
市
街
地
の
再
生

　

村
山
駅
周
辺
と
り
わ
け
駅
西
エ
リ
ア

に
つ
い
て
は
「
新
」
道
の
駅
の
整
備
に
重

点
を
置
き
、
施
設
整
備
や
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
民
間
事
業
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア

や
ノ
ウ
ハ
ウ
、
経
営
能
力
な
ど
を
最
大
限

生
か
し
た
魅
力
あ
る
施
設
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
、
商
業
施
設
等
の
誘
致
を
推
進

す
る
た
め
、
民
間
事
業
者
が
行
う
商
業
用

地
等
開
発
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
費
用
に
対

し
て
、
新
た
に
「
次
世
代
ま
ち
づ
く
り
開

発
促
進
事
業
補
助
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
の
再
生
に
つ
い
て
は
、

旧
楯
岡
高
校
利
活
用
施
設
「
L リ
ン

ク

i
n
k 

M
む

　
　ら

　
　や

　
　ま

U
R
A
Y
A
M
A
」
の
改
修
工
事
を

開
始
し
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
経
済
効

果
を
生
む
拠
点
施
設
と
し
て
、
令
和
4
年

春
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら

に
「
中
心
市
街
地
活
性
化
事
業
」
を
新
設

し
、
空
き
家
や
空
き
地
な
ど
の
用
地
に
、

住
宅
や
店
舗
、
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
等
を

整
備
す
る
こ
と
で
住
環
境
の
向
上
と
空

き
家
、
空
き
地
の
解
消
を
図
り
、
魅
力
あ

る
街
並
み
を
創
生
し
て
ま
い
り
ま
す
。

当
初
予
算
の
概
要

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
が
市
民
生

活
や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
な

か
「
第
5
次
村
山
市
総
合
計
画
」
の
後
期
基
本
計
画
の

基
本
理
念
で
あ
る
「
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
魅
力
あ
る

村
山
市
を
創
る
」
を
着
実
に
実
現
す
る
た
め
、
「
村
山

駅
周
辺
エ
リ
ア
の
開
発
と
中
心
市
街
地
の
再
生
」「
子

育
て
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」「
安
全
・
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
」
に
重
点
的
に
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
一
般
会
計
予
算
は
１
４
４
億
3
千
万

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
11
億
9
千
万
円
、
9.0
パ
ー

セ
ン
ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計名 予算額 対前年比 会計名 予算額 対前年比

一般会計 144億3,000万円 9.0％ 後期高齢者医療事業特別会計 3億3,276万円 △4.2％

国民健康保険事業特別会計 27億7,130万円 5.0％ 水道事業会計 9億5,355万円 14.2％

財産区特別会計 62万円 △18.8％ 下水道事業会計 15億9,778万円 △2.7％

土地区画整理事業特別会計 102万円 △56.3％
合　計 233億5,169万円 7.3％

介護保険事業特別会計 32億6,466万円 7.1％

■歳出用語の説明

総務費　全般的な管理や戸籍・税などの事務に使うお金

民生費　子どもや老人、障がい者などの福祉に使うお金

土木費　道路や公園などの建設・修理に使うお金

公債費　借りたお金の返済に使うお金

教育費　学校の管理・改築や運営、生涯学習などに使うお金

商工費　商工業や観光の振興のために使うお金

衛生費　市民の健康や環境を守るために使うお金

消防費　消防など市民の安全・安心のために使うお金

農林水産業費　農林業の振興などに使うお金

議会費　議会の運営などに使うお金

労働費　労働者の支援などに使うお金

村山市の総予算

2令和3年 4.1　　広報　市民の友　むらやま



特集　施政方針と予算の概要

特
集　

施
政
方
針
と
予
算
の
概
要

歳入

歳出

令和3年度 施政方針と予算 
市議会3月定例会で志布市長が述べた施政方針、当初予算と事業の概要について   
※施政方針の全文は、市ホームページをご覧ください。

子
育
て
ス
マ
イ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

子
ど
も
を
持
つ
世
帯
を
、
結
婚
か
ら

妊
娠
、
出
産
、
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な

く
、
さ
ら
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
内
容

で
引
き
続
き
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
保
育
施
設
の
副
食
費
」
免
除
対
象

判
定
年
齢
の
拡
大
や
、
産
後
の
母
児
の

心
身
ケ
ア
や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
く
た
め
の
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
、
入
院

医
療
費
無
料
化
の
対
象
を
18
歳
ま
で
拡

大
な
ど
、
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
学
力
向
上
の
た
め
の
取
組

み
や
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
の
推
進

に
よ
り
教
育
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

　

依
然
と
し
て
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
対
し
て
、
円

滑
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
努
め
、
市
民
生

活
と
市
内
事
業
者
の
経
済
活
動
の
早
期

安
定
化
を
最
優
先
に
対
策
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
自
然
災
害
等
へ
の
備

え
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
防
災
意
識

の
普
及
に
努
め
、
引
き
続
き
治
水
・
防
災
対

策
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

■歳入用語の説明

地方交付税　市の財政状況などに応じ国から交付されるお金

国・県支出金　特定の市の事業に対して国・県から交付されるお金

市債　事業を行うために国や金融機関から借り入れるお金

繰入金　市の貯金の取り崩しなど

地方譲与税・交付金等　国・県に納められた税金などから一定

　　　　　　　　　　　 の割合で市町村に譲与・交付されるお金

地方交付税
43億2,000万円
　　(29.9%)

市税
23億814万円
　  (16.0%)

繰入金
14億4,308万円

(10.0%)

国庫支出金16億3,360万円
(11.3%)

寄附金 10億円
(6.9%)

県支出金 
8億2,066万円(5.7%)

市債 15億440万円
(10.4%)

その他
7億3,335万円
　　(5.1%)

地方譲与税・交付金等 6億6,676万円(4.6%)

総務費
37億9,010万円
　　　(26.3%)

公債費
13億6,864万円

(9.5%)

民生費
37億1,571万円
　  (25.7%)

土木費 
20億1,117万円

(13.9%)

農林水産業費  4億4,998万円
(3.1%)

教育費
9億3,812万円

(6.5%)

消防費
4億5,110万円(3.1%)

商工費
6億4,718万円(4.5%)

予備費
3,000万円(0.2%)

衛生費
6億3,410万円(4.4%)

議会費  1億6,728万円(1.2%)

災害復旧費  2億1,010万円(1.5%)

労働費
1,652万円(0.1%)

※係数はそれぞれ四捨五入しているため、積み上げと

　合計が 一致しない場合があります。

一般会計予算 144億3,000万円

3 広報　市民の友　むらやま　　令和3年 4.1



※マークの説明　　新　＝新規、　拡　＝拡充、　継　＝継続
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子育てスマイルプロジェクト 予算総額　3億292万円

継　子育て応援・定住促進事業

 6,000万円

　住宅新築、新築建売住宅の購入、土地購入費用に対

し、最高200万円の補助金を交付し、定住人口の拡大

と地域経済の活性化を図ります。

拡　結婚新生活支援事業

 300万円

　新婚世帯に対し、住宅取得費用または住宅賃借費

用、引越し費用として最高60万円を支給します。

新　産後サポート事業（産後ケア事業、

　　 託児サービス費用助成事業） 174万円

　ショートステイ事業、デイサービス事業を行い、産

後1年以内の子育てを支援します。

　生後6か月から1歳の乳児託児サービスに係る費用に

対し助成し、子育ての負担軽減を図ります。

継　すこやか出産祝い金

 1,710万円

　次の世代を担う子どもの誕生を

祝福し、健やかな成長を願い出産祝い金を支給します。

第1子出産時  10万円

第2子出産時  15万円

第3子出産時  30万円  ⇒  以降1子出産毎に＋10万円

新　幼児教育・保育施設副食費免除事業

 265万円

　副食費の免除対象判定年齢を18歳まで拡大し、子育

て世帯の負担軽減を図ります。

1【定住促進】

2【妊娠・出産・産後期】

3【子育て期】

拡　子育て支援医療給付事業
 8,678万円

　子育て支援医療の入院療養費に係る支給対象を18歳

まで拡大し、子育て世帯の負担軽減を図ります。

拡　インフルエンザワクチン助成事業
 465万円

　妊婦および高校3年生までのインフルエンザの予防

接種費用に対し助成し、インフルエンザの予防と子育

て世帯の医療費の負担軽減を図ります。

継　在宅保育支援事業
 720万円

　3歳未満児を家庭で保育する保護者に対し、子ども1

人あたり月額5,000円を支給し、家庭で保育する世帯

の経済的支援を行い、子育て環境の充実を図ります。

継　子育て応援すくすく手当
 675万円

　第3子以降の子ども1人あたり、児童手当に月額

7,500円を満3歳まで上乗せして支給します。

継　ひとり親家庭子育て応援給付金
 740万円

　中学生以下の子どもを養育するひとり親家庭に対し

子どもの人数に応じて応援給付金を支給します。

1人の場合  5万円　⇒　2人の場合  7万円　⇒　3人

の場合  9万円

継　中学生スタート応援券事業
 800万円

　小学校6年生の子どもを持つ保護者に対し、中学校

の学用品などの購入に使用できる5万円分の商品券を

支給し、子育て世帯の経済的負担軽減を図ります。

新　障がい児スポーツ教室事業
 18万円

　障がいを持った子どもたちが、さまざまなスポーツ

を体験し、生涯楽しむことができるスポーツを発見す

るきっかけをつくります。

4令和3年 4.1　　広報　市民の友　むらやま
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継　駅西開発に伴う道路・環境整備事業

 5,800万円

　市道駅西中央1号線・4号線などを整備します。

特定不妊治療・不育症治療助成事業

　特定不妊治療、不育症治療の費用に補助します。

転入者へのアパート費用の助成
　市外から転入し、市内の賃貸住宅に居住した場合、

年間6万円を5年間支給します。

おたふくかぜ予防接種助成事業

　1歳児のおたふくかぜ予防接種費用を一部補助します。

新築住宅設計費助成

　あんばい・いい家設計コンペで入賞した設計を利用

した場合、設計費を助成します。

第1子保育料半額
　3歳未満児の保育料が半額。

新　次世代まちづくり開発促進事業

 3,000万円

　住宅用宅地等の開発および駅西開発エリアのインフ

ラ整備経費に対し補助金を交付します。

新　駅西にぎわい交流拠点事業

 347万円

　「新」道の駅およびバラ回廊の整備に向けた基本計

画の策定を検討します。

新　中心市街地活性化事業

 218万円

　中心市街地の空き家や空き用地に、住宅や店舗、

オープンスペースなどを整備します。

拡　にぎわい創造活性化施設整備事業

　 『Link MURAYAMA』 4億8,406万円

　楯岡高校跡地利活用基本構想の実現に向け、メディ

カルフィットネス施設を含めた施設を整備します。

新　地方創生テレワーク推進事業

 5,260万円

　サテライトオフィスなどとして活用するためのイン

ターネット環境を整備します。

拡　がんばる高校生応援金

 3,070万円

　子どもたちが安心して勉学に打ち

込める環境づくりを推進するため、高

校生の保護者に対し応援金（高校生1

人につき年間5万円）を支給します。

継　夢応援奨学金

 390万円

　学ぶ意欲と能力のある子どもの高校、大学、短期大

学、高等専門学校、専門学校への進学を応援するため

奨学金を給付します。（高校入学時15万円、大学等入

学時40万円）

母子健診などが無料
　新生児聴覚検査、産後1か月の母子健診費用に助成

します。

病児保育利用料補助
　病児保育利用者のうち未就学児の利用料（保育料）

を全額補助します。

4【その他子育て支援施策】継続事業 6,287万円

Ⅰ．定住促進　主な事業と予算額
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継　企業立地補助金 502万円

　設備投資（土地、建物、償却資産）および新規雇用

（村山市民）に対し補助金を交付します。

Ⅱ．産業振興　主な事業と予算額

継　ＵＩターン促進事業 506万円

　求人情報の発信、首都圏で実施する合同企業説明会

への市内企業の参加およびＵターン等の就職活動に対

する交通費の助成を行い、展示商談会、工場視察会を

支援し人材を確保します。

拡　楯岡まちなか再生整備事業

 4億5,845万円

　楯岡高校跡地周辺市街地の環境整備および防災安全

性の向上と定住のための道路を整備します。

継　スマイルタウン新町宅地造成事業

 8,300万円

　住宅団地造成のためのインフラ整備をします。

継　村山駅東沢線整備事業

 623万円

　県事業負担金（県道整備事業の一部負担）

新　関係人口創出事業

 800万円

　地域交流活性化センターにシェアハウスを開設します。

新　河西エリア地域づくり推進事業

 50万円

　河西エリア活性化のため、企業誘致や宅地開発のあ

り方について調査します。

継　道路新設改良事業

 1億900万円

　市道鶴ヶ町西線、大槇バイパス線、稲下久保田線、

下組北線等を整備します。

継　除雪事業・流雪溝整備事業

 3億718万円

　住宅等の間口に配慮したきめ細かな除雪、流雪溝の

整備、消雪施設の更新を行います。

新　中小企業緊急経済支援事業 2億4,370万円

　新型コロナウイルス感染症の影響で、著しく経営に

支障をきたしている事業者に対し経済支援を行います。

新　空き事業所等利用事業 300万円

　空き事業所、空き店舗、空き家を活用して事業を行

う方に対し、購入費または賃貸料、改装費について補

助金を交付します。

新　食用バラ利用促進事業 837万円

　市の花「バラ」から摂れるローズウォーターの精製

実証や、商品化とPRを行います。

継　農業経営基盤整備事業等 5,000万円

　農地の大規模化や効率的利用を図るため、基盤整備

事業等の県および団体営事業の一部を負担します。

継　担い手創造推進事業 131万円

　担い手を確保するため移住就農イベント出展やス

マート農業の導入実験等を行います。

継　農業と観光の連携推進事業 898万円

　農観連携「アグリランドむらやま」事業の推進と

じゅんさい沼周辺の環境整備を行います。

継　有害鳥獣対策事業 444万円

　鳥獣被害対策実施隊によるパトロールや捕獲活動を

行います。狩猟免許取得に対し補助金を交付します。
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特集　施政方針と予算の概要

新　楯岡中学校長寿命化事業 7,594万円

継　学力向上推進事業 928万円

　算数・数学・英語の学力向上のため支援員等を配置

し、授業づくりを支援します。

Ⅳ．教育・保健・福祉・環境・防災　主な事業と予算額

拡　GIGAスクール構想事業 2,581万円

　一人1台端末の整備による、ICT学習の環境づくりを

進め、授業におけるICT機器の活用定着のため、ICT教

育支援員2名を配置します。

　施設の長寿命化を図るため、屋内運動場の屋根外壁

の改修工事を実施します。

Ⅲ．観光交流　主な事業と予算額

拡　「香りのバラ園」構築事業 410万円

　東沢バラ公園への誘客や知名度の向上を図るため、特

徴的なバラ（人気のある強香バラ等）を導入し、「香り

のバラ園」として新たな魅力を構築していきます。

継　居合道振興事業 590万円

　居合道の振興と観光客

増加を図るため、居合道

体験プログラムを推進し

PRしていきます。

新　東沢公園施設整備事業 570万円

　ローズドーム周辺の再整備等を行います。

　ブルガリア共和国新

体操競技の直前キャン

プ（R
ローズ

OSE C
キャンプ

AMP）の

受け入れや、国内外に

市の魅力発信を行いま

す。

拡　東京オリンピック・パラリンピック

　　ホストタウン事業 3,057万円

新　新型コロナウイルス

　　ワクチン接種事業 1億6,000万円

　全市民を対象にワクチンの接種を実施します。

新　小中学校、幼児教育・

　　保育施設の感染症対策 1,700万円

　衛生環境整備支援負担金や、感染症対策補助金等を

交付します。

新　メディカルフィットネス事業 4,500万円
（内数を再掲）

　『Link MURAYAMA』にフィットネス機能を整備

し、市民の健康増進を目指します。

拡　むらやま健幸ポイント事業 937万円

　タニタの活動量計を活用し運動量などに応じたポイン

トを付与し、一定ポイントに達した方にインセンティブ

の贈呈を行い市民の健康づくりに取り組んでいきます。

新　ごみ出し支援事業 38万円

　高齢者等でごみ出しが困難な世帯に対しごみ出しの

援助を行い、自立した生活の維持・向上を図ります。
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Ⅴ．市民協働・行財政改革　主な事業と予算額

新　自治体クラウドの推進・整備 495万円

　情報システムの更新に合わせて、経費の削減やセキュ

リティ水準の向上、災害による情報資産の喪失リスクの

低減を図るため、複数自治体による自治体クラウドの導

入を進めます。

拡　ふるさと納税（歳入・寄附額） 10億円

　制度の趣旨に沿った対応を進め、いただいた寄附金

はまちづくりを推進するための財源として、「子育て

応援定住促進事業」や「東京オリンピック・パラリン

ピック関連事業」などに活用していく予定です。

継　除雪管理システム運用事業 290万円

　除雪車の位置情報を公開し、また、除雪事業者の事務

負担軽減を図るため、除雪管理システムを運用します。

継　大旦川内水対策事業 5,078万円

　国・県と連携し、大旦川流域の治水対策、連絡水路

の整備を行います。

新　河川浚
しゅんせつ

渫事業 1,995万円

　普通河川、準用河川内に堆積した土砂等の浚渫を実

施します。

拡　楯岡まちなか再生整備事業 1,700万円
（内数を再掲）

　楯岡高校跡地敷地内に備蓄倉庫等を整備します。

継　消防施設整備事業 3,463万円

　消防水利の整備や消防団が使用する軽貨物車および

小型動力ポンプの整備を行い消防力の強化を図ります。

にぎわい創造活性化施設『L
リ ン ク

ink  M
む　ら　や　ま

URAYAMA』イメージ図
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特集　新型コロナウイルスワクチン集団接種の今後のスケジュール

【注意】このお知らせは、現在、国が示す資料に基づき掲載しています。今後の状況により変更となる場合があります。
　　　　詳細が決まり次第、市民の友や市ホームページで随時お知らせします。

新型コロナウイルスワクチン集団接種

今後のスケジュールについて
１．クーポン券について

　　65歳以上の高齢者の方へクーポン券（接種券・問診票・ワクチン説明等）を、

　　3月31日(水)に発送しています。

２．コールセンターの設置について

　　・ワクチン接種の全般的相談・接種予約受付を行います。

　　・4月1日(木)より開設（予約受付は4月5日(月)から開始）

３．4月の集団接種（無料）について

　〇対象者　※4月5日(月)よりコールセンターに申し込んでください。

　　・75歳以上の高齢者

　　・ワクチンが一度に市民全員分入荷しないため、順番にお知らせします。

　〇会場までの移動が困難な方

・各地区数か所に停車するバスを運行しますのでご利用ください。詳細はクーポン券に同封のお

知らせをご覧ください。

４．5月以降の日程について

　　・6月末まで高齢者が2回接種できる量が供給される予定です。

　　・今後のワクチン供給量がわかり次第、日程・対象者等を決定しご案内します。

５．お知らせ（日程表等）の発送について

　　・ワクチンの供給量が確定した後、個別に発送する予定です。

■問合せ／保健課（新型コロナウイルスワクチン接種プロジェクトチーム）  ☎内線131

市民の皆さんへお願い！！

新型コロナウイルス感染拡大防止にご協力ください

〇山形県・山形市「緊急事態宣言」を発出しました！（4月11日まで）山形市との往来は可
能な限り控えてください。

〇独自の「緊急事態宣言」が出されている宮城県との往来は可能な限り控えてください。
  （4月11日まで）
〇当面の間、首都圏との往来は慎重にしてください。

■問合せ／保健課保健係  ☎内線131

1回目 会場 対象地域 2回目

4月24日(土)
午後2時～5時

市民体育館
西郷・大久保

冨本・戸沢・大高根
5月15日(土)

4月29日(木・祝日)
午後2時～5時

甑葉プラザ 楯岡・大倉・袖崎 5月26日(水)
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新型コロナウイルス感染症に関する経済対策

経営持続化給付金
　新型コロナウイルス感染拡大の影響で売上げが減少している市内商工業・農林業事業者の事業継続を支援するた

め、市経営持続化給付金を支給します。

■事業対象者

市内に事業所がある商工業事業者（飲食業、宿泊業、タクシー・運転代行業、旅行業、金融業等を除く）、農林業事業者

※詳細は市ホームページをご覧ください。

■対象要件

・新型コロナウイルス感染症の影響により、令和2年12月から令和3年2月までの売上合計が前年同月の売上合

計と比較して30％以上減少している。

・新型コロナウイルス感染拡大防止対策を実施している。

・給付金の受給後も事業を継続する意思がある。

■補助額（1事業者あたり）

・令和元年12月から令和2年2月の売上月平均額から令和2年12月から令和3年2月の売上月平均額を差し引いた

額の30％に相当する額（千円未満切り捨て、上限40万円）

■申請期限　5月28日(金)必着

■申請・問合せ／商工観光課商工労政係  ☎内線153、農林課農業振興係  ☎内線251

新・生活様式対応支援補助金
　新しい生活様式に対応するための設備等を導入した事業者に補助金を交付します。

■対象事業者　主たる事業として下記の業種を営んでいる市内事業者（令和2年度に新・生活様式対応支援補助

金の支給を受けた事業者を除く）飲食業、宿泊業、旅行業、旅客運送業、小売業、生活関連サービス業、療術

業、学習塾、教養・技能教授業、専門サービス業、不動産業、建設業、製造業

■補助対象経費　感染拡大防止対策の取組みに要する経費（税抜きで合計2万円以上が対象）

例）マスク・消毒液の購入、飛沫防止パーテーションの設置、空気清浄機・換気機能付きエアコンの設置、テ

レワーク用パソコンの購入など

※令和3年1月1日以降に支払いしたことを証明する領収書等のほか、設備については設置したことがわかる写

真を提出してください。

■補助率　2分の1以内　　　■補助金額　1万円～10万円（千円未満切り捨て）

■申請期限　6月30日(水)必着　※ただし、予算額に達した場合は、申請受付を終了させていただきます。

■申請・問合せ／商工観光課商工労政係  ☎内線153

雇用調整助成金申請支援補助金
　従業員の雇用を維持するために、雇用調整助成金等の支給を受けた事業主の方へ補助金を交付します。

■対象事業者　市内に事業所を有し、令和2年4月1日から令和3年4月30日までの従業員の休業について、令和3

年3月9日以降に、雇用調整助成金および緊急雇用安定助成金の支給決定を受けた事業主の方。令和2年度に申請

した方も対象となります。ただし、1事業所につき1回の申請になります。

■補助額（1事業所あたり）

・特例助成金の支給決定を受けた場合に5万円。また、社会保険労務士などに特例助成金の申請を依頼した場

合、その代行報酬等相当額として上限5万円（千円未満切り捨て）が加算。

■申請期限　8月31日(火)必着　

■申請・問合せ／商工観光課商工労政係  ☎内線153

申請書類は商工観光課で配布するほか、市ホームページからダウンロードすることもできます。
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「今こそ地元！応援商品券２」を市民全員にお送りします
　昨年６月下旬に実施した「今こそ地元！応援商品券」の第２弾として、「今こそ地元！応援商品券２」を、すべ

ての市民の方に無料配布します。商品券を使って村山市の商業を応援しましょう。

■対象　4月1日時点で村山市に住民登録している方

■時期　4月中旬発送（4月30日まで到着予定）

■内容　商品券3,000円分の配布（75歳以上の高齢者、ひとり親世帯（児童扶養手当を受給している親と子）

および生活保護受給世帯の方にはさらに3,000円分が上乗せ）

■DVなどを理由に個別受取を希望する方へ

DV（配偶者からの暴力）などにより個別に受取りを希望する方は、4月9日(金)まで商工観光課へご連絡ください。

※内容により個別受取できない場合もあります。

取扱店舗等を募集しています
　村山市内の店舗・事業所が対象です。取扱いを希望する方は、4月5日(月)正午まで商工観光課へご連絡ください。

　商品券の取扱方法や取扱店の責務など、詳細は市ホームページをご覧いただくか、お問い合わせください。

　※商品券は、プリペイドカードや商品券、たばこなど一部取扱いできない商品があります。

　※取扱店舗等は4月5日(月)正午以降も受け付けますが、広報物に印刷されませんのでご了承ください。

■問合せ／商工観光課観光交流係  ☎内線154・155

1,000円で2,000円分　最大1万円お得！市内の宿泊施設で利用できる

「お宿でゆったりプレミアム券シーズン３」 ローソンなどで販売します
　令和2年度に2回実施し、大変好評いただいた「お宿でゆったりプレミアム券」の第3弾を実施します。宿泊代だ

けでなくお土産代等にもご利用いただけます。ぜひ、ご購入ください。

■販売額　1枚1,000円(1人10枚まで)　発行枚数　15,000枚

■利用できるサービス　宿泊、宴会、お食事、入浴、売店など

■発売日時　4月18日(日)午前10時：ローソン(10,000枚)

　　　　　　4月19日(月)午前  9時：クアハウス碁点(4,500枚)、湯舟沢温泉(500枚)

■利用期間　4月18日(日)～7月25日(日)

■対象者　　山形県在住の方　※新型コロナウイルス感染状況により、対象者は変更となる可能性があります。

■利用できる宿泊施設

　クアハウス碁点、村山西口ホテル、湯舟沢温泉、あいかも会館、蔵民宿あおやぎ、こめやかた、

　民泊工房F
ふぅ～

Uu～、y
ヤ　マ　ガ　タ

amagata g
グ ラ ム

lam　※yamagata glamの宿泊については、現地決済予約のみ受付可。差額はキャッシュレス払い。

■購入方法

注意　・この券は、おつりがでません。・家族、友人分も購入することができますが、氏名、お住まいの市町

村、電話番号が必要になります。ローソンでは、システム上、同じ電話番号での購入はできません。・利用期間を

過ぎた場合は、無効となります。・たばこ、切手、金券などは、この券で購入することはできません。・転売が認

められた場合、その券は無効となります。

■問合せ／商工観光課観光交流係  ☎内線155

②クアハウス碁点、湯舟沢温泉で購入　4月19日(月)午前9時販売開始
※券の事前予約、取り置きなどは受け付けていません。

①山形県内のローソンで購入
　4月18日(日)午前10時販売開始

　ローソン内のL
ロッピー

oppiでLコード「21424」を入力

　→レジで支払い　→宿泊施設で利用
※販売開始時、村山市周辺のローソンは混雑することが予想されます。山形県内のローソンであれば、ど
　の店舗でも購入することができますので、混雑しない店舗を探すなどご協力をお願いします。
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ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
内
の
小
学
校

が
抱
え
る
児
童
数
の
減
少
や
小
規
模
化
、

学
校
施
設
の
老
朽
化
な
ど
の
課
題
に
対
応

し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
保
護
者
代
表
、
地
域
代
表
、
学

識
経
験
者
、
公
募
委
員
ら
24
人
で
構
成
す

る
「
将
来
の
小
学
校
の
在
り
方
に
関
す
る

検
討
委
員
会
」
（
佐
藤
淳
一
委
員
長
）
を

令
和
2
年
2
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

　

検
討
委
員
会
で
は
、
令
和
2
年
3
月

に
、
小
学
校
の
適
正
規
模
お
よ
び
適
正
配

置
に
つ
い
て
教
育
委
員
会
の
諮
問
を
受

け
、
こ
れ
ま
で
計
7
回
の
審
議
を
重
ね
、

慎
重
に
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
度
、
検
討
委
員
会
の
方
針

が
ま
と
ま
り
、
２
月
26
日
に
佐
藤
淳
一
委

員
長
が
市
教
育
委
員
会
の
菊
地
和
郎
教
育

将
来
の
小
学
校
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討
委
員
会
の
答
申
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

小
学
校
の
適
正
規
模
と
適
正
配
置
に
つ
い
て

■
問
合
せ
／
学
校
教
育
課
庶
務
係　

☎
内
線

324

■小学校の適正配置等に関するアンケート調査集計結果（抜粋）

　【将来の小学校の在り方について】

　▽子どもを育てる学校像として期待すること

　　・集団の中で協調性や規範意識を養う機会に恵まれる 67.9%
　　・1 人ひとりに目が行き届く 67.7%
　　・クラス替えがあり、さまざまな個性を持つ友達が大勢できる 39.7%
　　・ゆとりのある教育が受けられる 36.9%

　▽将来の具体的な小学校配置の在り方

　　・東西２校（楯岡中学校区で 1 校、葉山中学校区で 1 校）に統合する 59.8%

　　・今後も可能な限り、現在の 7 校を維持する 31.8%
　　・市内 1 校に統合する 3.6%

　▽統合を進めるとした場合の時期

　　・5 年以内に　34.1%　　・10 年以内に　36.2%　　・15 年以内に 8.8%

小
学
校
教
育
の
よ
り
一
層
の
充
実
・
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

よ
り
良
い
教
育
環
境
を
整
備
す
る
た
め
に

佐藤委員長（左）から答申を受ける菊地教育長（右）

■児童数（1年生から 6年生の合計）の推移（将来推計）
令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年

楯 岡 小 528人 485人 442人 376人 322人 272人

西 郷 小 108人 88人 80人 68人 58人 49人

袖 崎 小 29人 33人 30人 26人 22人 19人

大 久 保 小 65人 54人 49人 42人 35人 30人

冨 本 小 56人 44人 40人 34人 29人 25人

戸 沢 小 98人 63人 57人 49人 42人 35人

富 並 小 39人 24人 22人 19人 16人 13人

合 計 923人 791人 720人 614人 524人 443人
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特
集　

小
学
校
の
適
正
規
模
と
適
正
配
置
に
つ
い
て

特集　小学校の適正規模と適正配置について

将来の村山市の小学校の在り方について（答申の骨子）

①小学校の適正配置等について

■楯岡中学校区、葉山中学校区でそれぞれ1校（東西2校）に統合することが望ましい

　将来の児童数の急激な減少、複式学級の増加等が見込まれ、望ましい教育条件の維持が困難になることが

予想されている。また、今後予想される、校舎改築等施設面での教育条件の維持についても、財政的な面で

困難が予想されている。

　アンケート調査の集計結果では、保護者、教職員、地域一般のそれぞれほぼ3分の2が楯岡中学校区、葉山

中学校区各1校への統合への方向に賛成している。ただし、できれば現行の7校を維持したいという根底の

思いがありながら、子どもたちのより良い教育条件を考えての賛成という意見が多い。統合にあたってはこ

れまで以上に良い学校を作ってほしいという市民の要望が生かされることを望む。また、小学校は地域の核

となっており、現行の7校がそれぞれ地域と密接に結びついた良い教育がなされているという現状をふまえ

て、その良さを可能な限り生かす統合になることを強く希望する。

④小学校教育のより一層の充実のために

■ワーキンググループの設置と統合計画の推進

　7小学校の良さを継承し、さらに発展させるため、統合計画を推進するにあたり統合計画策定委員会の中

に施設および教育計画等に関するワーキンググループを設置し、その案も併せて検討しながら進めるべきと

考える。また、アンケート調査の集計結果によれば、保護者、教職員、地域住民の望んでいる学校は、4点

に集中している。（12ページのアンケート調査集計結果参照）

　これに加え、本市教育の最終目的である「故郷村山市を愛し故郷のために尽くせる人間」を育成するため

に、「地域に根差した体験を重視し、感性とコミュニケーション力を高める」教育も当然重視される。

　さらに、アンケート調査や検討委員会では、いわゆる小中一貫校も選択肢の1つとの意見も出されてお

り、今後の研究課題であり考慮することが必要と考える。

②統合計画の策定について

■統合計画策定委員会を設置し検討すること

　統合計画の策定は、楯岡中学校区、葉山中学校区を分けて市と市教育委員会で統合計画策定委員会を組織

し、専門的な意見を集約するとともに、地域や学区民の声を十分聴きながら進めるのが望ましい。

③統合の時期・方法について

■同一時期・方法にこだわらず、地域や学区民の合意が得られた地域から可能な限り早期に統合を進めるべき

　アンケート調査の集計結果によると、各地域・学区の小学校適正配置に関する考え方や、学校が置かれて

いる客観的な状況にも違いがあり、必ずしも同一の時期や方法にこだわらず、楯岡中学校区、葉山中学校区

での合意のできた地域から、統合を進めるべきと考える。

　また、基本的に保護者、教職員、地域一般の3分の2が統合の時期は5年後あるいは10年後までにとアン

ケートで回答していることから、統合案を可能な限り早期に策定し、地域との合意を得て統合を進めるべき

と考える。
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介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

3
つ
の
基
本
理
念

①
自
立
支
援

　

要
介
護
（
要
支
援
）
状
態
の
軽
減
、

悪
化
の
防
止
、
要
介
護
状
態
な
ど
に
な

る
こ
と
の
予
防
を
強
化
し
ま
す
。

②
尊
厳
の
維
持

　

要
介
護
状
態
に
な
っ
て
も
自
分
ら
し

い
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
ケ
ア
を

推
進
し
ま
す
。

③
地
域
生
活
支
援
体
制
の
整
備

　

高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
日
常
生

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
体
制
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
主
に
次
の

施
策
を
推
進
し
ま
す
。

①
通
い
の
場
の
拡
充
等
に
よ
る
介
護
予

防
の
強
化

②
認
知
症
の
方
へ
の
総
合
的
な
支
援

③
在
宅
医
療
と
介
護
の
連
携

④
適
切
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制

づ
く
り

⑤
高
齢
者
の
見
守
り
等
暮
ら
し
を
守
る

取
組
み

高
齢
者
（
65
歳
以
上
）
の

介
護
保
険
料

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
必
要
な
費
用

の
23
パ
ー
セ
ン
ト
は
、
65
歳
以
上
の
高

齢
者
の
介
護
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ
ま

す
。
今
後
3
年
間
に
見
込
ま
れ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
用
か
ら
、
必
要
な
介
護
保

険
料
総
額
を
計
算
し
、
市
介
護
給
付

費
準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
基
準

と
な
る
第
5
段
階
の
保
険
料
を
月
額

高
齢
者
の
現
状
と

サ
ー
ビ
ス
利
用
見
込
み

　

市
の
総
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
高
齢
化
率
は
今
後
も
増
加

す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
中
で
も
要
介
護
認

定
率
の
高
い
後
期
高
齢
者
数
は
今
後
も

増
え
て
い
く
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
に
伴

い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
量
の
高
止
ま

り
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

介
護
予
防
等
の
推
進

　

団
塊
の
世
代
が
後
期
高
齢
者
と
な
る

今
後
を
見
据
え
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
見
込
量
を
も
と
に
、
介
護
保
険
料
を
改
定
し
ま
す

第
８
期 

介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定

■
問
合
せ
／

　

福
祉
課
介
護
保
険
係 

☎
内
線

143

　

税
務
課
住
民
税
係 

☎
内
線

121

　

市
は
、
被
保
険
者
や
医
療
・
保
健
・
福
祉
な
ど
の
代
表
10
人
で
構
成
す
る
事
業

計
画
策
定
委
員
会
を
組
織
し
、
第
8
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

こ
の
計
画
は
、
今
後
3
年
間
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
見
込
量
、
そ
れ
に
伴

う
介
護
保
険
料
の
設
定
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
す
。

５
、
８
０
０
円
に
抑
え
ま
し
た
。

　

ま
た
、
低
所
得
者
の
保
険
料
負
担
の

軽
減
強
化
と
し
て
、
第
1
段
階
か
ら
第

3
段
階
の
負
担
割
合
の
引
下
げ
を
継
続

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
15
ペ
ー
ジ
の
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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介
護
保
険
事
業
計
画
策
定
、
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結

■令和 3 年度から 5 年度までの介護保険料
　・※は基準となる第 5 段階保険料　　・保険料の（　）内の金額は第 7 期（平成 30 年度から令和 2 年度）の保険料

所得段階 対象となる方 保険料率
月額保険料

（円）
年額保険料

（円）

第 1 段階

本
人
が
市
民
税
非
課
税

世
帯
全
員
が

市
民
税
非
課
税

生活保護受給者、老齢福祉年金受給者、前年の「合
計所得金額＋課税年金収入額」が 80 万円以下の方

基準額× 0.3
（軽減適用）

1,740
（1,590）

20,880
（19,080）

第 2 段階
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80 万円超 120 万円以下の方

基準額× 0.5
（軽減適用）

2,900
（2,650）

34,800
（31,800）

第 3 段階
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
120 万円超の方

基準額× 0.7
（軽減適用）

4,060
（3,710）

48,720
（44,520）

第 4 段階
世
帯
に
市
民
税

課
税
者
が
い
る

前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80 万円以下の方

基準額× 0.9
5,220

（4,770）
62,640

（57,240）

第５段階
前年の「合計所得金額＋課税年金収入額」が
80 万円超の方

基準額× 1.0
※ 5,800
（5,300）

※ 69,600
（63,600）

第６段階
本
人
が
市
民
税
課
税

前年の合計所得金額が 120 万円未満の方 基準額× 1.2
6,960

（6,360）
83,520

（76,320）

第 7 段階 前年の合計所得金額が 120 万円以上 210 万円未満の方 基準額× 1.3
7,540

（6,890）
90,480

（82,680）

第 8 段階 前年の合計所得金額が 210 万円以上 320 万円未満の方 基準額× 1.5
8,700

（7,950）
104,400

（95,400）

第 9 段階 前年の合計所得金額が 320 万円以上の方 基準額× 1.7
9,860

（9,010）
118,320

（108,120）

空
き
家
の
適
正
な
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
、
推
進
し
ま
す

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
空
き
家
等
の

適
正
な
管
理
の
推
進
に
関
す
る
協
定
を
締
結

【
市
の
役
割
】

・
市
内
に
あ
る
空
き
家
等
の
所
有
者
等
か
ら
管
理
に
関
す
る
相
談
を
受
け
た
場

合
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行
う
空
き
家
等
管
理
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
紹
介

・
市
の
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
行

う
空
き
家
等
管
理
サ
ポ
ー
ト
業
務
を
Ｐ
Ｒ

【
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
役
割
】

空
き
家
等
の
所
有
者
等
と
の
契
約
の
範
囲
内
で
次
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

①
定
期
的
な
見
回
り
お
よ
び
状
態
報
告　
　

②
除
草
・
清
掃

③
立
木
の
せ
ん
定
、
伐
採
、
枝
下
ろ
し　
　

④
雪
囲
い
の
設
置
・
撤
去

⑤
小
規
模
な
修
理
、
修
繕

⑥
そ
の
他
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
受
託
で
き
る
一
般
作
業
、
管
理
等

 

（
公
社
）
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
（55）
３
４
４
３

■
問
合
せ
／
建
設
課
建
築
係 

☎
内
線

238

　

市
と
（
公
社
）
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、

2
月
18
日
「
空
き
家
等
の
適
正
な
管
理
の
推
進
に
関

す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
市
と
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が

相
互
に
連
携
・
協
力
し
、
市
内
の
空
き
家
等
の
管
理

適
正
化
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
空
き
家
が
管
理

不
全
と
な
る
こ
と
を
防
止
し
、
良
好
な
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
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村
山
市
長
賞

　
市
で
は
、
年
度
ご
と
に
体
育
、
芸
術
、
文
化
、
善
行
な
ど
の
各
分
野
に

お
い
て
優
れ
た
成
績
を
収
め
た
市
内
の
小
・
中
学
生
に
「
村
山
市
長
賞
」

を
贈
っ
て
い
ま
す
。
学
校
名
と
学
年
は
、
受
賞
時
の
も
の
で
す
（
敬
称
略
）
。

令
和
2
年
度

村
山
市
長
賞

細谷　大智
(葉山中　3年)

JOCジュニアオリンピックカップ
全国中学生陸上競技大会2020
男子砲丸投　第2位
第66回全日本中学生通信陸上競技
県大会　男子共通　砲丸投　第1位

陸上

伊藤　大生
(葉山中　2年)

第12回山寺芭蕉記念館英語俳句大会
第3部（中学生）優秀賞

英語

松田　擁
(葉山中　2年)

令和2年度　県中学校新人体育大会
第50回柔道競技　男子個人90kg超級
第1位

柔道

鈴木　歳忠
(楯岡中　3年)

JFA第26回全日本U-15フットサル
選手権大会　東北大会　第3位

藤田向日葵
(楯岡中　3年)

JFA第25回全日本U-15女子サッカー
選手権大会　県大会　山形中央ライ
オンズ杯　優勝

フットサル

サッカー

鈴木　紗都
(楯岡中　2年)

JFA第25回全日本U-15女子サッカー
選手権大会　県大会　山形中央ライ
オンズ杯　優勝

サッカー

松倉翔汰郎
(楯岡中　3年)

JFA第26回全日本U-15フットサル
選手権大会　東北大会　第3位

保科　心斗
(葉山中　2年)

第66回全日本中学生通信陸上競技
県大会　男子共通　棒高跳　第1位
第73回県中学校陸上競技選手権大会
男子共通　走幅跳　優勝

陸上

フットサル

佐藤　颯
(楯岡中　3年)

JFA第26回全日本U-15フットサル
選手権大会　東北大会　第3位

フットサル
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村
山
市
長
賞

高橋　舞有
(戸沢小　4年)

ヘアドネーション（医療用ウィッグ用の
毛髪寄附行為）

善行

酒井　陽彩
(楯岡小　3年)

市に手作りマスク（42枚）寄贈

善行

細谷　愛夏
(戸沢小　6年)

第1回県ジュニアソフトボール交流
大会　第1位
第16回山形羽陽ライオンズクラブ杯
小学女子ソフトボール大会
最優秀選手賞

ソフトボール

篁　和佳
(楯岡小　4年)

第66回青少年読書感想文
県コンクール　最優秀

感想文

奥山　陽太
(楯岡小　3年)

第49回県小中高等学校児童生徒
作曲コンクール　作詞部門
小学校の部　優秀賞

作詞

岸　健人
(楯岡中　1年)

第44回日本リトルシニア野球選手権
東北大会　準優勝

野球

高橋　優芽
(楯岡小　5年)

令和2年度川をきれいにする児童図画
特選

図画

森谷　綾音
(楯岡小　5年)

第53回YBC読書感想
「本の森たんけん」　特選

感想文

大久保ビッグファイターズ

第30回春の全国小学生ドッジボール選手権大会県予選　優勝

太田　悠晴
(楯岡小　6年)

永井　律
(楯岡小　6年)

太田　悠空
(楯岡小　4年)

笹原　蒼空
(楯岡小　3年)

井澤　千熙
(大久保小　5年)

門脇　海里
(大久保小　4年)

門脇　玄治
(大久保小　4年)

奥山　大賀
(大久保小　3年)

奥山　侑人
(大久保小　2年)

ドッジボール

小山　大和
(大久保小  4年)

第32回読書感想画県コンクール
指定読書　小学校高学年の部
最優秀賞

感想画
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助成金・補助金情報
市民の皆さんに知ってほしい

助
成
金
・
補
助
金
情
報

すこやか出産祝い金

を支給

　お子さんの誕生と健やかな

成長を願い、出産祝い金を支

給します。

■祝い金　第1子　10万円

第2子　15万円

第3子　30万円

※以降は1子出産するごとに

10万円上乗せ

問保健課
健康指導係  ☎内線136

3歳未満児の

保育料が1人目から半額

　保育園、認定こども園、

小規模保育事業所の保育料

が1人目から半額になりま

す。3人目以降の児童は無

料です。また、一時保育料

も半額になります。納付し

ていただくときは、初めか

ら半額で集金します。

　条件など詳細はお問い合

わせください。

問 子育て支援課保育係  ☎内線163

保育施設副食費免除

判定対象年齢を拡大

　多子世帯への経済的負

担を図るため、第3子の

副食費について、判定対

象年齢をこれまでの小学

校3年生から18歳まで引

き上げ補助します。

　詳細はお問い合わせく

ださい。

問子育て支援課
保育係  ☎内線163

病児保育

利用料を全額助成

　保護者が安心して働け

る環境を整えるため、生

後6か月から小学校入学前

までの児童の病児保育利

用料を全額助成します。

■申請期間

病児保育を利用した翌

月以降～翌年4月30日

問 子育て支援課保育係  ☎内線163

ひとり親家庭に

応援給付金を支給

■対象者

児童扶養手当受給者で中学

校修了前の児童を1人以上

養育する方

■給付金

・中学生以下の児童1人年額5万円

・中学生以下の児童2人年額7万円

・中学生以下の児童3人年額9万円

以降、1人増えるごとに年

額2万円上乗せ

問 子育て支援課家庭支援係  ☎内線162

第3子以降

児童手当に上乗せ支給

　お子さんを3人以上養育

している保護者に対し、

第3子以降の児童が満3歳

を迎える月まで子育て応

援すくすく手当を支給し

ます。

■対象　児童手当受給者

■支給額　月額7,500円

6月、10月、2月の児童

手当支給時に上乗せ

問 子育て支援課家庭支援係 ☎内線162

生後6か月から1歳の

託児サービス費用助成

　子育ての負担軽減のた

め、生後6か月から1歳の

乳児託児サービスに係る

費用に対し助成します。

　該当する方には、お知

らせを郵送していますの

で、ご覧ください。

問保健課
健康指導係  ☎内線136県内就業で利子補給が

受けられる教育ローン

　ふるさと奨学ローンは、

子どもが卒業後に県内に就

業した場合、それ以降の利

子に対し利子補給が受け

られる東北労働金庫の教育

ローンです。

■利子補給　年2.0%（上

限元金300万円）

■融資限度額　1,000万円

■資金使途　大学・専門学

校・高校などの学資金、生

活資金

問 商工観光課商工労政係  ☎内線153

届出保育施設等の

保育料へ補助

　市外にある届出保育施設

等（認可外保育施設、企業

主導型保育事業所）の保育

料を補助します。

　条件など詳細はお問い合

わせください。

■対象

　届出保育施設等を利用し

ていて、保育料の未納がない方

問子育て支援課保育係  ☎内線163

重粒子線による

がん治療費に助成

　山形大学医学部東日本

重粒子センターで重粒子

線による治療を受ける方

に対し助成します。（公

的医療保険対象、民間先

進医療特約保険等の給付

額を除く）

　詳細はお問い合わせく

ださい。

問保健課保健係  ☎内線131

子 育てに関するもの

在宅保育を支援

　保育園や認定こども園を

利用せず、4か月から3歳

未満までの児童を家庭で保

育している方が対象です。

■助成額

児童1名につき

月額5,000円

問 子育て支援課保育係  ☎内線163

小中学生の学用品費・

給食費等を援助

　病気や災害、その他経済

的理由から就学に係る費用

の負担が困難な小中学生の

保護者に学用品費、給食費

等の一部を援助します。

　所得制限等の

審査があります。

詳細はお問い合

わせください。

問学校教育課学事係  ☎内線325
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医 療に関するもの

産後1か月の

母子健診が無料

　出産した医療機関で行う、母子

の1か月健診の費用を全額市が負

担します。健診の際、市からの受

診票を医療機関へ提出してください。

　受診票が利用できない一部医療

機関については、支払い後に保健

課へ申請書を提出していただくと

還付します。

問保健課保健指導係  ☎内線136

新生児聴覚検査に助成

　入院中に行う新生児聴覚検査費

用の全額を市が負担します。出産

で入院する際に市からの受検票を

医療機関へ提出してください。

　受検票が利用できない一部医療

機関については、支払い後に保健

課へ申請していただくと助成額を

還付します。

問保健課健康指導係  ☎内線136

インフルエンザ・おたふくかぜ

予防接種費用に助成

■インフルエンザ予防接種助成

妊婦および高校3年生までの

お子さんが対象。助成開始は

10月からです。助成額は1回

1,900円の予定。

■おたふくかぜ予防接種助成

1歳のお子さんが対象。助成額

は1回3,000円。

問保健課健康指導係  ☎内線136

中学2年生のピロリ

抗体検査・除菌治療が無料

　胃がんの発生に大きく関わり

があるとされるピロ

リ菌の早期発見のた

め、中学2年生を対

象に実施するピロリ

抗体検査と除菌治療

の費用を全額市が負担します。

問保健課保健指導係   ☎内線136

中学生スタート応援事業

　中学校に進学する際にかかる費

用の一部を助成し、保護者の負担

を軽減するものです。

■支給

1人につき5万円分の商品券

■用途

市が指定する市内事業所・店舗

で、学校指定の制服、靴、カバ

ン、運動着、自転車などを購入

することができます。

問子育て支援課家庭支援係  ☎内線162

夢応援奨学金

(高校生・大学生等)

　経済的理由により高校、大学な

どへの進学を断念することのない

よう、学ぶ意欲と能力がある子ど

もたちを応援する給付型奨学金で

す。生活保護世帯、市民税非課税

世帯が対象です。

■給付額

高校生：入学した年に15万円

大学生、短期大学生、専門学校

生：入学した年に40万円

問学校教育課庶務係  ☎内線324

がんばる高校生応援金

（高校生等）

　高等学校や専修学校高等課程、

特別支援学校高等部などに在籍す

る生徒を持つ保護者に応援金を支

給します。申請時期

など詳細はお問い合

わせください。

■支給額

生徒1名につき

年間5万円

（3年間）

問学校教育課庶務係  ☎内線324

子 育てに関するもの

助
成
金
・
補
助
金
情
報

次のページへ続きます。

子育て支援医療費

助成を拡充

　中学3年生までの医療費に加え

て、18歳までの入院療養費を無

料にします。（保険適用外の医

療費、入院時の食事療養費や差額

ベッド代などは対象外）

　今回拡充された18歳までの入

院療養費無料化については医療証

の発行はありませんので、県外の

医療機関を受診した場合と同じよ

うに、支払いの後に還付申請が必

要です。詳細は保健課へお問い合

わせください。

申請に必要なもの：健康保険証、

領収書（保険点数が記載されたも

の）、はんこ、振込先の通帳（保

護者名義のもの）

問保健課国保医療係  ☎内線134
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助
成
金
・
補
助
金
情
報

耐震診断・耐震化改修工事に補助

　平成12年5月以前に建てられた木

造住宅を耐震診断、耐震改修した場

合に補助します。

■耐震診断自己負担額　4,000円

■耐震化改修工事補助額

耐震改修後の総合評価点

0.7以上：改修費用の50％

（上限80万円）

問建設課建築係  ☎内線238

新婚世帯に家賃や

引っ越し費用を助成

■対象夫婦

・1月1日から翌年3月31日までに結

婚し、市内に居住する夫婦

・世帯所得が400万円未満

・婚姻日において、夫婦ともに39歳以下

■助成金

アパート等の家賃や新築住宅取

得費用、引っ越し費用に最大60万

円を上限に助成

問子育て支援課家庭支援係  ☎内線162

■定住促進住宅建設補助　50万円

対象　市内の住宅新築、改築、購入

■子育て応援住宅建設補助

対象　中学生以下の子どもがいる世帯

・住宅新築、建売住宅購入100万円

・中古住宅購入25万円

■地元企業住宅建設補助金　25万円

■定住促進土地(中古住宅)購入補助

住宅新築のための土地または中古住

宅を購入する方に25万円

問建設課建築係  ☎内線238

新築、土地、中古住宅

購入に最大200万円補助

あんばい・いい家大賞

設計案利用者に助成

　雪や経済性を考えた住宅として全国

から募集した「村山のあんばい・いい

家」設計コンペの大賞・準大賞などの

設計コンセプトを活用して、市内に新

築する方へ設計費を助成します。

　対象となる作品や要件など詳細は

お問い合わせください。

■助成

設計費の2分の1(最大150万円)

問政策推進課地方創生係  ☎内線274

市内事業所による

住宅のリフォームを支援

■一般的なリフォーム

対象工事費の10％補助

(上限額20万円)

■県の要綱に該当するリフォーム

対象工事費の20％補助

(上限額32万円)

詳細はお問い合わせください。

問建設課建築係  ☎内線238

住宅の

新築・増築に利子補給

　借入金100万円以上で200万円までを

対象として利子補給します(3.65％上限)。

■対象　市内の勤労者で東北労働金

庫から融資を受けた方（所得者1

人の場合は年収670万円以内で所

得者2名以上の場合は合計年収が

1000万円以内）

問商工観光課商工労政係  ☎内線153

骨髄・末梢血管細胞

提供者へ助成

　提供者の負担軽減と移植

増進のため助成します。

■要件

①骨髄等の提供を完了した方

②提供のため休暇制度があ

る事業所等に務めていな

い方

■助成額

　上限14万円

問保健課保健係  ☎内線131

不妊・不育治療に補助

　不妊・不育治療を行ってい

る夫婦の経済的負担軽減を図

るため、治療に要した費用の

一部を補助します。

■助成額

・特定不妊治療 上限20万円／回

・不育症治療 上限30万円／年

問保健課
健康指導係  ☎内線136

妊婦健康診査に助成

　母子健康手帳交付時にお

渡しする村山市妊婦健康診

査受診票を県内産科医療機

関へ提出してください。詳

しい内容は、母子健康手帳

交付時に説明します。

■助成内容

定期健診14回分、

超音波検査4回分など

問保健課
健康指導係  ☎内線136

ウィッグ・乳房補正具

購入費を助成

　 が ん 治 療 時 の 医 療 用

ウィッグ・乳房補正具の

購入費を一部助成します。

■対象者　がんの治療中で

就労や社会参加のため

ウィッグや乳房補正具が

必要な方（他の助成など

を受けている方は除く）

■助成額　購入費の2分の1

ウイッグ　　上限2万円

乳房補正具　上限1万円

問保健課保健係  ☎内線131

助成金・補助金情報
市民の皆さんに知ってほしい

医 療に関するもの

生 活や 居に関するもの住
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活や 居に関するもの生 住

助
成
金
・
補
助
金
情
報

次のページへ続きます。

空き家の売買・賃貸

家財撤去に助成

　空き家の売買・賃貸を目的に所有

者が家財撤去などを行う場合、経費

の一部を助成します。

■対象

空き家バンクに登録している空き家

の家財運搬や処分などを行う経費

■助成　経費の2分の1(上限5万円)

問建設課建築係  ☎内線238

空き家の除去に支援

　空き家除去費の5分の4（上限額100

万円）を補助します。補助を受けるに

は事前調査が必要です。

事前調査申込期限　6月30日(水)

問建設課建築係  ☎内線238

合併処理浄化槽の設置補助

　浄化槽を設置する方への負担軽減

のため、設置費用を補助します。

■設置補助　5人槽  上限402,000円

7人槽  上限491,000円

　単独処理浄化槽または汲み取りト

イレから合併処理浄化槽への転換

は、転換補助も利用できます。

■転換補助　5人槽  上限210,000円

7人槽  上限250,000円

　既設住宅に設置された単独処理浄

化槽を合併処理浄化槽へ転換する場

合は、宅内配管費用も補助の対象と

なります。

■宅内配管補助　    上限300,000円

　要件など詳細はお問い合わせくだ

さい。

問水道課下水道係  ☎内線184

環境にやさしい

機器の設置補助

　ごみの減量化や再生可能エネル

ギーの利用促進を図るため、次の機

器設置に補助します。

■木質バイオマス燃焼機器設置

設置費の3分の1(上限10万円)

■家庭用生ごみ処理機

購入費の2分の1(上限2万円)

■生ごみコンポスト容器

購入費の3分の1(上限3,000円)

問市民環境課生活環境係  ☎内線116

太陽光発電システム

設置費用に補助

　環境にやさしい太陽光発電の利用

促進を図るため、次の装置を設置す

る方に補助金を交付します。

■太陽光発電設備の設置

3万円／kw

(上限：住宅4kw、事業所10kw未満)

■蓄電池の設置

設置費用の10分の1

(上限10万円)

問市民環境課生活環境係  ☎内線116

危険ブロック塀等の

撤去に補助

　避難路沿いに設置されて

いる危険なブロック塀等を

撤去する方に支援します。

■補助金額　次のいずれか

少ない額（上限額10万円）

・撤去に要する工事費の2分の1

・危険ブロック塀等の見付面積

1平方メートルあたり7,000

円を乗じて算定した額

問建設課建築係  ☎内線238

転入者の

アパート費用を助成

　市外から転入し、市内の

賃貸住宅（公営住宅等を除

く）に入居した就業者など

に対し、家賃の一部を助成

します。

■対象　家賃3万円以上で滞

納がない、市税の滞納が

ない方など

■助成額　1世帯あたり年間

6万円（最大5年間）

問商工観光課
商工労政係  ☎内線153

高齢者の運転免許証

自主返納に支援

■対象　満65歳以上で運

転免許証のすべてを自主

返納した方

（返納後1年以内の方）

■支援　次のうちからい

ずれか1つ30,000円分

・タクシー利用券、乗合

タクシー乗車券など

■申請　警察署等で運転免

許証の返納手続き後、市

民環境課で申請

問 市民環境課生活環境係  ☎内線116

危険住宅の

移転に支援

　がけ地に近接している

危険住宅から移転する方

が対象です。

■助成額

・住宅移転費助成325万円

・土地購入費助成96万円

※上記は借入利息への助成

・建物除去費助成97.5万円

■申込み　移転を実施す

る前年の8月まで

問建設課
管理係  ☎内線238

次のページへ続きます。

高齢者等のごみ出しに支援

　高齢者等でごみ出しが困難な世帯

に対し、ごみ出しを支援します。

■自己負担額　1回100円

　申込方法など詳細はお問い合わせ

ください。

問市民環境課
生活環境係  

☎内線116
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助
成
金
・
補
助
金
情
報

助成金・補助金情報
市民の皆さんに知ってほしい

労 働や 業に関するもの農

6次産業化に向けた

費用に補助

■対象　市内で農作物の付加

価値販売に取り組む農家や

農家と連携する商工業者

■施設整備等

加工施設整備や加工機械

導入費用の2分の1(上限

50万円)を補助

■商品開発等

パッケージデザイン製作

や商品開発、研修費用の2

分の1（上限20万円）補助

問農林課6次産業係  ☎内線257

新規就農者への

給付・補助

■農業次世代人材投資事業
(50歳未満対象）
1～3年目　150万円／年
4～5年目　120万円／年
最長5年間 前年の所得
によらず定額
※夫婦で就農の場合は1.5倍

■農作物生産費用補助
費用の2分の1

・青色申告者は上限30万円
・青色申告者以外は上限

20万円
問農林課

農業振興係  ☎内線252

狩猟免許等の

取得に補助

　鳥獣による人的・農作物

被害を防止するため、新た

に猟銃免許等を取得する方

へ対象経費の2分の1を補助

します。

■対象経費

・狩猟免許取得に係る講習会

受講料と免許申請手数料

・銃砲所持許可に係る講習会

受講料や許可申請手数料

問農林課
農政係  ☎内線254

資格取得に要した

経費に補助

　人手不足の業種について

就職を促進するため、求職

者や就労者がスキルアップ

を目的に各種資格を取得し

た場合に、資格取得に要し

た経費の2分の1(上限10万

円)を助成します。

■対象となる資格

・輸送、機械運転関係

・社会福祉関係

問商工観光課
商工労政係  ☎内線157

障がいのある方へタクシー利用や自動車への給油に助成します

■リフト付きタクシー利用券

対象　65歳以上の常時寝たきり状態

や車いす利用の方、下肢または体

幹障がい1・2級の身体障害者手帳

をお持ちの方

助成額　1枚で2,700円

交付枚数　月1枚

問福祉課地域福祉係  ☎内線142
　福祉課生活福祉係  ☎内線147

介護用品等の助成

　介護用品助成券で紙おむつなど

の購入を助成します。

■対象　要介護2～5認定、身体障

害者手帳1・2級、療育手帳A判

定の方

■助成限度額

　市民税非課税世帯は月額8,000円

　市民税課税世帯は月額4,000円

問福祉課地域福祉係  ☎内線142

高齢者へお弁当を提供

　一人暮らしの高齢者や高齢者世

帯に週1回から2回、お弁当を提供

します。

■対象　満65歳以上の一人暮らし

高齢者または高齢者のみの世帯

で、栄養不足で困っている方ま

たは安否確認が必要な方

■利用料　300円（1食）

問福祉課介護保険係  ☎内線144

介護認定高齢者宅に緊急通報装置を設置

　一人暮らしの高齢者や高齢世帯に、緊

急通報装置を設置します。装置を使って

警備会社に連絡することができ、状況に

合わせ救急車の手配などを迅速に行うこ

とができます。

■対象　介護認定を受けている満65歳

以上の一人暮らし高齢者または高齢者世帯

■利用料　2,000円（年間）

問福祉課地域福祉係  ☎内線142

■給油券

対象　左記のタクシー券対象のう

ち、市民税非課税で本人名義の車

を所有している方※18歳未満、視

覚障がいまたは重度知的障がいの

場合は、家族名義の車でも可

助成額　1枚で500円

交付枚数　月1枚

問福祉課生活福祉係  ☎内線147

■普通タクシー利用券

　障がいのある方がタクシーを利用

する場合に助成します。

対象　身体障害者手帳1～4級、療育手

帳、精神障害者保健福祉手帳をお持ち

の方、または対象疾病に該当する方

助成額　1枚で基本料金の9割

交付枚数　月2枚

問福祉課生活福祉係  ☎内線147

併せて交付を受けることはできません。

福 祉、 がいに関するもの障
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　 ぐんぐん ☎(56)2002
子育て支援センター

ポポーのひろば ☎(53)0901
子育て支援センター

どんぐり広場 ☎(57)2429
子育て支援センター 子育て支援課 ☎内線162

村山市役所

ぽっぴーるーむ ☎(22)9981
子育て世代包括支援センター

子育て応援情報
表記の説明

　 対 対象　　 日 日時　　 　 会 会場　　 内 内容

　 持 持ち物　 申 事前申込　 他 その他

※新型コロナウイルス感染拡大防止のため、イベントの中止や内容が変更になる場合がありますので、事前に各施設へお問い合わせください。

子
育
て
応
援
情
報

日  4月9日(金) 10:30～11:00受付
会  ポポーのひろば
内  未就学児の身長・体重測定

ひだまり保健室

対  ファミサポ会員または入会希望の
方で、生後12か月までのお子さん

と4月で2歳・3歳になるお子さん

日  4月28日(水)　10:30まで受付
会  ポポーのひろば　　　 申  必要
内  お子さんの足形をとります。
他  当日入会可能

ファミサポくらぶ

対  4月生まれ(3歳まで)のお子さんと
4月で生後6か月になるお子さん

日  4月27日(火)　10:30まで受付
会  ポポーのひろば　　　 申  必要
他  手形はお誕生会＆ハーフバース

デーでお渡しします。

お誕生＆ハーフバースデー手形

対  ひろば利用者
日  4月27日(火)　11:40～12:00
会  ポポーのひろば
内  4月生まれ（3歳まで）のお子さ

んのお誕生会と、4月で生後6か

月になるお子さんのハーフバー

スデーを行います。ひろばに来

た皆さんでお祝いします。

お誕生会＆ハーフバースデー

対  令和2年4月以降生まれの親子
日  4月16日(金)　10:30～11:30
会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要
内  読み聞かせやふれあい遊びをし

ます。ママ同士の交流も楽しみ

ましょう。

Babyママ「ふれあい遊び」

対  1歳以上の親子
日  4月21日(水)　10:00～12:00
会  甑葉プラザ2階研修室　 申  必要
内  牛乳パックを使って遊べるおも

ちゃを作ります。

親子でわくわく！

対  保育施設等入所前の親子(8組程度)

日  4月20日(火)　10:00～11:30

会  戸沢保育園　　　　　 申  必要

内  自由遊び、出し物、季節の工作、

お誕生会、育児相談など

ぐんぐんの  出前保育

対  保育施設等入所前の親子(5組程度)

日  4月22日(木)　10:00～11:00

会  ふたば袖崎保育園　　 申  必要

内  こいのぼりを作ります。

出前保育  ころころランド

対  市民で生後2か月から11か月の

親子(8組程度）

日  4月28日(水)　10:00～11:30

会  西郷地域市民センター   申  必要

内  親子で心地よい時間を過ごしま

しょう。

持  バスタオル

他  講師　庄司美保子氏

育児講座「ベビーマッサージ」

対  子育て家庭の方（妊娠期～幼児期）

日  火曜～日曜日　9:00～17:00

会  ポポーのひろば

内  子育ての個別相談に応じます。

利用者支援「子育て応援室」

対  保育施設等入所前の親子(8組程度)

日  4月6日(火)　10:00～11:30

会  戸沢保育園　　　　　 申  必要

内  自由遊び、出し物、お誕生会、

身長・体重測定（持ち物  フェイ

スタオル）育児相談など

わくわく広場

日  月曜～木曜日　9:30～16:00
　 ※4月26日(月)、29日(木・祝日)は休み

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ
内  母子保健コーディネーターが育

児の相談に応じます。

他  相談を希望される場合はスムーズなご
案内のため事前連絡をお願いします。

母子健康手帳の交付・なんでも育児相談

対  ①7か月児健康相談
　　 令和2年9月生まれ

　 ②1歳児健康相談(歯みがき教室)

　　 令和2年4月生まれ

日  4月20日(火)  ①10:15～10:30受付
　　　　　　    ②9:30～9:40受付

会  甑葉プラザ2階ぽっぴーるーむ
持  問診表、母子健康手帳、バスタオル、

歯ブラシ（1歳児健康相談のみ）

健康相談

対  子育て中の方、おじいちゃん、おばあ
ちゃんどなたでもどうぞ(10名程度)

日  4月28日(水)　9:30～10:30
会  ふたば大高根保育園　　 申  必要
内  子どもたちと花を植えます。

地域交流の場  じばサロン

対  保育施設等入所前の親子（10組程度）
日  4月26日(月)　10:30～11:30
会  ふたば大高根保育園
持  バスタオル、飲み物
他  講師　齋藤奈緒子氏

育児講座
「ママと一緒に赤ちゃん体操」

対  保育施設等入所前の親子
日  ①4月20日(火)　②4月27日(火）
　　 9:30～11:00

会  ①冨本認定こども園
　 ②ちぐさ認定こども園

屋内の遊び場として開放
保育施設無料開放日
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受賞者のご紹介

スポーツ文化ツーリズムアワード2020

■特別賞【武道ツーリズム賞】　むらやま武道ツーリズム推進協議会

　スポーツ庁、文化庁および観光庁が実施するスポーツ文化ツーリズムアワード2020で、むら

やま武道ツーリズム推進協議会が特別賞である武道ツーリズム賞を受賞しました。

　むらやま武道ツーリズム推進協議会は、居合道発祥の地を生かし、居合道体験プログラムを展

開。指導者から居合道の作法と基本の形「初発刀」を学んだ後、畳筒を真剣で斬る試斬体験などを

行っています。真剣を扱う体験は貴重で、大勢の方に喜ばれており、特別賞の受賞に繋がりました。

■第58回全日本スキー技術選手権大会

　永瀬　由さん（袖崎）

　赤松　貴大さん（楯岡）

■第43回全国高等学校柔道選手権大会

　菅井　珂蘭司さん（東海大山形高校、楯岡）

■第30回春の全国小学生ドッジボール選手権全国大会

　大久保ビッグファイターズ

■第27回日本リトルシニア全国選抜野球大会

　岸　健人さん（楯岡）

全国大会出場選手

村山地域農林水産業若者賞

■大山　拓也さん（楯岡）

　大山さんはシャインマスカット、サクランボの

栽培技術の向上や「雪むろ秘伝豆納豆」の開発・

販売に中心的な立場で尽力。青年農業士、各種農

業団体の組織活動でも活躍するなど、地域農業の

発展に貢献した功績が認められました。

輝けやまがた若者大賞

■反町　貴浩さん、反町　舞さん（戸沢）

　舞さんは市地域おこし協力隊として平成22年に

村山市に移住し、農業分野の地域おこし活動に尽

力。その後、貴浩さんと結婚し、後継者のいない

農家の田畑を借り受け、夫婦で農業に従事。県内

初の地域おこし協力隊定住農業者であり、現在も

夫婦で数々の地域づくり活動に参加し、地域を盛

り上げている功績が認められました。

受
賞
者
紹
介

24令和3年 4.1　　広報　市民の友　むらやま



わ
れ
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
生
活
福
祉
情
報
、
国
民
年
金
情
報

Vol.

64

生

活

福

祉

情

報

国

民

年

金

情

報

大雪に悪戦苦闘しながらの除雪作業
　

就
農
・
農
地
継
承
な
ど
の
農
業
が
任
務

の
麿
恵
美
で
す
。
今
年
の
大
雪
、
皆
さ
ん

も
大
変
ご
苦
労
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
私

は
楯
岡
の
家
と
譲
っ
て
い
た
だ
い
た
大
槇

の
家
を
行
き
来
し
て
い
る
た
め
、
2
箇
所

の
除
雪
は
と
て
も
大
変
で
し
た
。
除
雪
の

腕
や
考
え
方
も
上
達
し
ま
し
た
が
、
来
年

は
除
雪
機
を
購
入
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

2
月
か
ら
戸
沢
地
域
で
の
農
作
業
の
研

修
や
お
手
伝
い
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、

最
近
は
大
槇
の
家
で
過
ご
す
こ
と
が
増
え

て
き
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
家
へ
の
引
っ
越

し
作
業
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

空
い
て
い
る
時
間
を
使
っ
て
な
の
で
、
な

か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。
ま
た
、
住
所
変
更

は
引
っ
越
し
完
了
予
定
の
4
月
末
に
す
る

予
定
で
、
引
っ
越
し
の
挨
拶
な
ど
も
ま
だ

済
ん
で
お
ら
ず
、
近
所
の
皆
様
に
は
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
今
ま
で
行
く
の
に
20
分
か

ら
30
分
か
か
っ
て
い
た
研
修
場
所
に
数
分

で
行
け
る
の
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
か
ぎ

り
で
、
昼
食
も
自
宅
に
戻
っ
て
食
べ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
4
月

か
ら
は
農
地
を
借
り
て
、
い
よ
い
よ
自
分

で
農
業
を
開
始
し
ま
す
。
今
後
も
ご
指
導

等
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

4
月
か
ら
い
よ
い
よ

自
分
で
農
業
を
始
め
ま
す

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
に
異
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
次
の
窓
口
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。

・
転
居
・
転
入
し
た
場
合　
　

福
祉
課

・
市
外
に
転
出
し
た
場
合

　
　
　
　
　

転
出
先
の
福
祉
担
当
窓
口

・
死
亡
し
た
場
合

　
　
　
　
　
　

福
祉
課
に
手
帳
を
返
還

　

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
昭
和
30

年
に
発
足
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通

じ
仲
間
同
士
の
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

た
方
は
、
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
主
な
活
動
〉

・
市

(県)
の
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
会
参
加

・
県

（国）
の
福
祉
大
会
参
加　

な
ど

■
問
合
せ
／
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

事
務
局
長  
鈴
木
剛
志

 

☎
０
９
０（
８
９
２
９
）５
０
４
３

福
祉
課
生
活
福
祉
係 

☎
内
線

146

障
害
者
手
帳
所
持
者
の
異
動
に
つ
い
て

学
生
納
付
特
例
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

在
学
期
間
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
る
【
学
生
納
付
特
例

制
度
】
が
あ
り
ま
す
。
納
付
が
難
し
い

場
合
は
、
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
申
請
し

ま
し
ょ
う
。

　

窓
口
で
申
請
す
る
際
は
、
学
生
証
の

コ
ピ
ー
ま
た
は
在
学
証
明
書
の
原
本
と

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
か
基
礎
年
金
番
号
の
わ

か
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

2
年
目
以
降
も
同
じ
学
校
に
在
学

し
、
年
金
事
務
所
か
ら
は
が
き
が
送
付

さ
れ
て
き
た
方
は
、
そ
の
は
が
き
に

必
要
事
項
を
記
載
し
て
郵
送
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

※
学
校
が
変
わ
っ
た
方
は
は
が
き
で
の

手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
／
寒
河
江
年
金
事
務
所　

☎
０
２
３
７

(84)
２
５
５
１　
　

ま
た
は

市
民
環
境
課
市
民
係 

☎
内
線

113

市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
の
ご
案
内

令
和
3
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
６
、
６
１
０
円
で
す

～麿
まろ

恵美隊員の奮闘記～
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む
ら
や
ま
発
わ
だ
い
の
グ
ル
メ
め
ぐ
り

むらやま わだいのグルメめぐり
むらやまに美味いものあり！

発

お
楽
し
み
膳天

金
寿
し

住所：楯岡十日町7-6　　　電話：(55)4144　　　営業時間：午前11時～午後10時　　　定休日：不定休

次回は、  焼き鳥いっぽん（楯岡）を取材します。

　

「
天
金
寿
し
」
は
、
楯
岡
十
日
町
に

あ
る
寿
司
屋
さ
ん
で
す
。
30
年
以
上
続

く
老
舗
で
、
和
久
井
謙
一
さ
ん
（
楯

岡
）
と
そ
の
家
族
で
お
店
を
営
ん
で
い

ま
す
。

　

お
店
一
押
し
の
メ
ニ
ュ
ー
は
寿
司
、

天
ぷ
ら
、
刺
身
、
サ
ラ
ダ
、
焼
き
物
に

お
吸
い
物
ま
で
つ
い
た
「
お
楽
し
み

膳
」
で
す
。
「
寿
司
屋
と
い
う
枠
に
こ

だ
わ
ら
ず
、
お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
も
の
を

提
供
し
た
い
」
と
い
う
和
久
井
さ
ん
の

思
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

ネ
タ
な
ど
は
そ
の
日
の
仕
入
れ
で
変

わ
る
そ
う
で
、
取
材
の
日
の
寿
司
は
エ

ビ
、
タ
イ
、
マ
グ
ロ
の
に
ぎ
り
に
鉄
火

巻
と
か
っ
ぱ
巻
。
焼
き
物
は
ブ
リ
の
照

り
焼
き
で
、
天
ぷ
ら
は
定
番
の
エ
ビ
や

ナ
ス
、
シ
シ
ト
ウ
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
ほ

か
、
旬
の
フ
キ
ノ
ト
ウ
も
入
っ
て
い
ま

し
た
。

　

寿
司
の
シ
ャ
リ
は
ふ
わ
り
と
軽
く
、

天
ぷ
ら
は
サ
ク
サ
ク
、
ブ
リ
の
照
り
焼

き
は
ふ
っ
く
ら
で
、
ど
れ
を
食
べ
て
も

大
満
足
の
、
贅
沢
な
お
膳
で
し
た
。

　

店
で
は
こ
の
よ
う
な
セ
ッ
ト
メ

ニ
ュ
ー
の
ほ
か
、
え
び
真
丈
や
ホ
タ
テ

バ
タ
ー
焼
な
ど
も
人
気
で
す
。
ま
た
、

節
分
に
は
恵
方
巻
、
ひ
な
ま
つ
り
に
は

て
ま
り
寿
し
や
雛
ち
ら
し
な
ど
も
提
供

し
て
い
ま
す
。

　

「
家
族
連
れ
や
友
達
連
れ
な
ど
で
気

軽
に
来
れ
る
お
店
で
あ
り
た
い
」
と
話

す
和
久
井
さ
ん
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、

店
に
は
カ
ウ
ン
タ
ー
席
か
ら
座
敷
、
椅

子
に
座
っ
て
食
事
で
き
る
個
室
ま
で
あ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
で
き

ま
す
。
ま
た
、
嫌
い
な
食
べ
物
を
抜
い

て
ほ
し
い
な
ど
の
お
客
さ
ん
の
要
望
に

も
柔
軟
に
応
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
天
金
寿
し
で
は
テ
イ
ク
ア

ウ
ト
や
出
前
も
行
っ
て
い
ま
す
。
出
前

は
市
内
な
ら
ど
こ
で
も
配
達
可
能
と
い

う
こ
と
な
の
で
、
お
い
し
い
寿
司
や
天

ぷ
ら
を
家
で
ゆ
っ
く
り
堪
能
す
る
の
も

い
い
で
す
ね
。

　

話
題
の
グ
ル
メ
を
召
し
上
が
れ
。

市
役
所

市
役
所

甑
葉
プ
ラ
ザ

甑
葉
プ
ラ
ザ

Ｒ
13
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お
知
ら
せ

4
月
21
日

（水）

午
前
10
時
～
10
時
20
分　
　

岩
野
会
館

午
前
10
時
30
分
～
10
時
50
分

 

冨
本
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

午
前
11
時
5
分
～
11
時
35
分

 

大
久
保
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
5
分
～
1
時
25
分　

稲
下
会
館

午
後
1
時
40
分
～
2
時　

白
鳥
公
民
館

4
月
22
日

（木）

午
前
10
時
～
10
時
30
分

 

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

午
前
10
時
40
分
～
11
時　

鶴
ヶ
町
公
民
館

午
前
11
時
10
分
～
11
時
30
分

 

楯
岡
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
～
1
時
20
分　

五
日
町
公
民
館

午
後
1
時
30
分
～
2
時
5
分　

市
民
会
館

新
規
登
録
と
予
防
注
射

1
頭
６
、
３
０
０
円
（
持
ち
物
：
は
ん
こ
）

予
防
注
射
の
み　

1
頭
３
、
３
０
０
円
（
持
ち
物
：
通
知

は
が
き
、
犬
の
鑑
札
）

※
通
知
は
が
き
は
集
合
注
射
予
定
日
の

約
2
週
間
前
に
発
送
し
ま
す
。

※
通
知
は
が
き
の
問
診
票
は
、
必
ず
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

116

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

期
間　

4
月
6
日

（火）
～
15
日

（木）

「
よ
く
見
て　

確
認　

ゆ
と
り
行
動
」

　

4
月
10
日

（土）
は
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ

を
目
指
す
日
」
で
す
。
春
は
新
入
学
児

童
（
園
児
）
や
運
転
に
不
慣
れ
な
新
社

会
人
な
ど
が
道
路
交
通
に
参
加
し
始
め

ま
す
。
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
守

り
、
交
通
安
全
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

117

春
季
火
災
予
防
運
動

期
間　

4
月
9
日

（金）
～
22
日

（木）

「
そ
の
火
事
を　

　
　
　

防
ぐ
あ
な
た
に　

金
メ
ダ
ル
」

■
防
災
行
政
無
線
放
送

日
時　

4
月
8
日

（木）
、
22
日

（木）
午
後
7
時

■
警
鐘
打
鳴

日
時　

4
月
16
日

（金）
～
22
日

（木）
の
午
前

6
時
、
午
後
7
時
（
1
日
2
回
）

■
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
点
検
し
よ
う

　

機
器
の
劣
化
や
電
池
切
れ
な
ど
で
正

常
に
火
災
を
感
知
し
な
い
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
10
年
を
目
安
に
取
り
替

え
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
／
消
防
本
部 

☎
（55）
２
５
１
４

大
倉
フ
ッ
ト
パ
ス
春
の
イ
ベ
ン
ト

　

新
コ
ー
ス
「
居
合
の
道
～
ル
ー
ツ
を

訪
ね
て
～
」
コ
ー
ス
（
約
5
．
5
㎞
）

を
歩
き
ま
す
。
先
着
15
人
。

日
時　

4
月
29
日
（
木
・
祝
日
）

　
　
　

午
前
9
時
～
正
午

集
合
場
所　

大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

中
学
生
以
上
１
、
０
０
０

円
、
小
学
生
５
０
０
円
（
ガ
イ
ド
料
、

保
険
料
含
む
）

申
込
期
限　

4
月
15
日

（木）

※
今
回
は
昼
食
の
用
意
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
自
宅
で
検
温
の
う
え
、
マ
ス
ク
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
大
倉
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

 

☎
（55）
２
４
１
７

狂
犬
病
予
防
注
射
と

犬
の
登
録
を
お
忘
れ
な
く　

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
を
所
有
し
た

と
き
は
登
録
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
毎

年
1
回
以
上
狂
犬
病
の
予
防
注
射
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
必
ず
受
け

て
く
だ
さ
い
。
多
数
の
犬
が
集
ま
る
た

め
、
飼
い
犬
を
制
御
で
き
る
方
が
連
れ

て
き
て
く
だ
さ
い
。
注
射
は
1
頭
1
針

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
当
日
は
お
つ
り

が
な
い
よ
う
ご
用
意
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
時
・
会
場

4
月
20
日

（火）

午
前
10
時
20
分
～
10
時
40
分

 

杉
島
第
一
公
民
館

午
前
10
時
55
分
～
11
時
30
分

 

西
郷
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
～
1
時
20
分

 
大
高
根
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

午
後
1
時
40
分
～
2
時

 

袖
崎
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

市
役
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
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お
知
ら
せ

森
林
に
関
す
る
お
知
ら
せ

■
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
の
届
出

　

新
た
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者
に

な
っ
た
方
は
、
法
律
に
よ
り
所
在
市

長
へ
の
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

提
出
書
類
等
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

面
積
に
関
わ
ら
ず
売
買
や
相

続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た
に
取

得
し
た
個
人
お
よ
び
法
人

届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
に
な
っ
て

か
ら
90
日
以
内

■
森
林
の
立
木
伐
採
す
る
と
き
の
届
出

　

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る
と
き
は
、

法
律
に
よ
り
市
役
所
な
ど
へ
の
届
出
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
保

安
林
で
の
伐
採
や
伐
採
面
積
が
1
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
は
、
別
途
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

届
出
を
し
な
い
で
伐
採
す
る
と
罰
金

を
科
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
森

林
の
立
木
を
伐
採
す
る
際
は
、
あ
ら
か

じ
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら

30
日
前

果
樹
せ
ん
定
枝
の
適
正
処
理

　

廃
棄
物
の
焼
却
（
野
焼
き
行
為
）
は

原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
業
者
に

お
い
て
、
せ
ん
定
枝
の
有
料
回
収
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
適
性
処
理
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

回
収
可
能
な
事
業
者
（
所
在
地
）
・
処

理
単
価

・
や
ま
が
た
グ
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル

　

（
金
谷
１
２
２
４
番
地
11
）
15
円
／
㎏

・
さ
く
ら
ん
ぼ
東
根
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

　

（
東
根
市
大
字
東
根
甲
９
２
７
２
番
地
）

　

13
円
／
㎏

・
㈱
モ
リ
ヤ
（
東
根
市
大
字
東
根
甲

　

５
９
９
６
番
地
）
13
円
／
㎏

※
各
事
業
所
へ
持
ち
込
み
で
の
回
収
と

な
り
ま
す
。

※
結
束
す
る
場
合
は
、
縄
ま
た
は
麻
ひ

も
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
も
の
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

回
収
で
き
な
い
も
の

・
ビ
ニ
ー
ル
ひ
も
・
マ
イ
カ
線
・
針
金
・

電
線
等
で
結
束
し
た
も
の

・
土
、
泥
の
つ
い
た
枝
や
抜
根
、
果
樹

以
外
の
枝

■
問
合
せ
／
農
林
課 

☎
内
線

252

■
山
火
事
防
止
運
動

　

私
た
ち
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
森
林

を
守
る
た
め
、
火
の
取
扱
い
に
は
十
分

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

期
間　

4
月
1
日

（木）
～
5
月
31
日

（月）

■
問
合
せ
／
農
林
課 

☎
内
線

256

学
習
活
動
へ
の
講
師
謝
礼
を

助
成
し
ま
す

　

「
市
民
の
皆
さ
ん
が
自
ら
学
ぶ
生
涯

学
習
活
動
」
を
応
援
す
る
た
め
、
学
習

活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
や
団
体
に
講
師

謝
礼
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対
象　

市
内
の
団
体
が
自
ら
企
画
し
実

施
す
る
学
習
活
動

助
成
額　

1
団
体
あ
た
り
年
間
2
万
円

以
内
（
た
だ
し
3
年
以
上
の
利
用
実
績

が
あ
る
団
体
は
年
間
1
万
円
以
内
）

申
込
方
法　

事
業
実
施
日
の
2
週
間
前

ま
で
に
「
生
涯
学
習
活
動
支
援
事
業
計

画
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
計
画

書
は
生
涯
学
習
課
で
配
布
す
る
ほ
か
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

■
問
合
せ
／
生
涯
学
習
課 

☎
内
線

332

副
業
や
投
資
の
情
報
商
材
に
関
す
る

ト
ラ
ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す

　

「
誰
で
も
簡
単
に
稼
げ
る
方
法
」
と

い
う
ネ
ッ
ト
広
告
を
見
て
10
万
円
で
情

報
商
材
を
購
入
。
送
ら
れ
て
き
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
に
や
っ
て
み
た
が
、

収
入
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
業
者
に
連

絡
し
た
ら
、
さ
ら
に
高
額
な
コ
ー
ス
を

勧
め
ら
れ
、
返
金
に
は
応
じ
て
も
ら
え

な
か
っ
た
。

　

情
報
商
材
は
契
約
前
に
内
容
を
確
認

で
き
ま
せ
ん
。
広
告
や
説
明
と
違
い
、

価
値
の
な
い
情
報
が
高
額
で
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
安
易
な
購
入
は
危
険

で
す
。

■
問
合
せ
／
消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市

民
環
境
課
内
）
直
通　

☎
（55）
２
１
２
３

市
民
行
政
相
談

　

行
政
機
関
へ
の
苦
情
、
要
望
な
ど

に
行
政
相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。
相

談
無
料
。
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

4
月
8
日

（木）
午
後
1
時
～
3
時

会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
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春の入学

キャンペーン
春の入学

キャンペーン
春の入学

キャンペーン
春の入学

キャンペーン

      ￥6,600～￥6,050～

￥3,300

広
告

広
告

お
知
ら
せ

■
行
政
相
談
委
員
に
つ
い
て

「
困
っ
た
ら 

一
人
で
悩
ま
ず 

行
政
相
談
」

　

4
月
1
日
付
け
で
、
総
務
大
臣
か
ら

青
柳
仁
さ
ん
（
戸
沢
）
、
山
田
し
の
ぶ

さ
ん
（
楯
岡
）
が
行
政
相
談
委
員
に
委

嘱
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
委
員
は
、

行
政
機
関
、
独
立
行
政
法
人
、
特
殊
法

人
な
ど
の
業
務
に
対
す
る
苦
情
、
要

望
、
意
見
等
の
相
談
を
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
受
け
付
け
、
相
手
機
関
と
の
間
に

立
っ
て
、
改
善
が
な
さ
れ
る
よ
う
働
き

か
け
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

　

行
政
相
談
委
員
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
は
総
務
省
山
形
行
政
監
視
行
政
相
談

セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
３
（
６
３
２
）

３
１
１
４
）
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
／
市
民
環
境
課 

☎
内
線

110

不
動
産
無
料
相
談

　

不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
全
般
の
相

談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
予
約
優
先
で

す
が
、
当
日
受
付
も
可
能
で
す
。

日
時　

4
月
14
日

（水）
午
前
10
時
～
正
午

会
場　

甑
葉
プ
ラ
ザ

■
問
合
せ
／
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会
合

同
事
務
所 

☎
０
２
３（
６
５
２
）９
０
７
０

建
設
・
建
築
に
関
す
る
無
料
相
談

　

建
設
・
建
築
全
般
に
つ
い
て
の
相
談

相
談
電
話

 

☎
０
２
３（
６
６
６
）３
０
５
３

■
問
合
せ
／
県
弁
護
士
会

 

☎
０
２
３（
６
３
５
）３
６
４
８

介
護
家
族
の
会

　

介
護
者
相
互
の
交
流
を
行
い
ま
す
。

参
加
無
料
。
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

日
時　

4
月
17
日

（土）

　
　
　

午
後
1
時
30
分
～
3
時
30
分

会
場　

支
え
あ
い
館
（
旧
宮
本
家
具
店
）

■
問
合
せ
／
在
宅
介
護
を
支
え
る
家
族
の

会
（
工
藤
） 

☎
０
９
０（
２
８
４
４
）１
１
５
０

に
無
料
で
応
じ
ま
す
。
直
接
お
越
し
い

た
だ
く
か
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
安
全
・
安
心
な
街
づ
く
り
の

た
め
の
ご
意
見
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時　

平
日
の
午
前
9
時
～
午
後
4
時

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
北
村
山
建
設
業

協
会 

☎
（55）
６
５
４
０

 

Ｆ
Ａ
Ｘ　

（55）
６
５
４
１

メ
ー
ル　

k-m
urayam

a@
sea.plala.or.jp

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
法
律
相
談
会

　

遺
言
・
相
続
に
関
す
る
無
料
電
話
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
通
話
料
は
か
か
り
ま
す
。

日
時　

4
月
15
日

（木）
午
前
10
時
～
午
後
4
時

困
り
ご
と
・
相
談

各
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ

催
し
・
そ
の
他
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お
知
ら
せ

■
村
山
市
へ

・
ひ
ば
り
保
育
園
父
母
の
会
が
ペ
グ
パ

ズ
ル
セ
ッ
ト
3
組
、
ま
ま
ご
と
セ
ッ

ト
2
組
、
絵
本
22
冊

・
西
郷
認
定
こ
ど
も
園
保
護
者
会
が
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
1
台
、
Ｓ
Ｄ
カ
ー
ド
1
枚

・
村
山
道
路
維
持
協
同
組
合
が
ス
ト

レ
ッ
チ
ャ
ー
車
い
す
1
台

・
市
管
工
事
業
協
同
組
合
が
タ
オ
ル

３
０
０
枚

■
楯
岡
中
学
校
へ

・
同
校
令
和
2
年
度
保
護
者
一
同
が
50

型
液
晶
テ
レ
ビ
3
台
、
テ
レ
ビ
ス
タ

ン
ド
3
台
、
生
徒
用
図
書
３
３
０
冊

■
葉
山
中
学
校
へ

・
同
校
令
和
2
年
度
保
護
者
一
同
が
生

徒
用
図
書
１
３
２
冊

4
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

11
日

（日）
午
後
2
時
～ 

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

21
日

（水）
午
後
7
時
～ 

Ｖ
・
フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎

25
日

（日）
午
後
2
時
～ 

ジ
ュ
ビ
ロ
磐
田

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ
／
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

 

☎
（56）
３
３
５
１

村
山
市
ク
ラ
ブ
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

　

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
通
勤
し
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。
参
加
料
を
添
え
て
4

月
15
日

（木）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

期
日　

4
月
29
日
（
木
・
祝
日
）

会
場　

さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

参
加
料　

1
チ
ー
ム
１
０
、
０
０
０
円

（
各
チ
ー
ム
4
人
か
ら
5
人
）

プ
レ
ー
代
（
飲
食
代
別
途
）

・
メ
ン
バ
ー　

４
、
７
０
１
円
（
税
込
）

・
ビ
ジ
タ
ー　

７
、
６
６
０
円
（
税
込
）

■
問
合
せ
／
さ
く
ら
ん
ぼ
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ 

☎
（53）
３
３
８
０

大
高
根
演
習
場
4
月
の
訓
練
予
定

集
合
訓
練
＝
1
日

（木）
～
9
日

（金）

離
着
陸
訓
練
＝
1
日

（木）
～
30
日

（金）
の
平
日

■
問
合
せ
／
神
町
駐
屯
地

 

☎
（48）
１
１
５
１

茶
代
、
保
険
料
、
バ
ス
代
）

申
込
期
限　

4
月
9
日

（金）　

先
着
15
名

申
込
先　

ト
ラ
ベ
ル
シ
ョ
ッ
プ

 

☎
（52）
３
３
２
５

■
問
合
せ
／
（
一
社
）
市
観
光
物
産
協

会 

☎
（53）
１
３
５
１

ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点

4
月
か
ら
9
月
の
無
料
送
迎
バ
ス

　

帰
り
の
バ
ス
は
ク
ア
ハ
ウ
ス
碁
点
を

午
後
3
時
に
出
発
し
ま
す
。

■
冨
本
方
面

運
行
日　

4
月
7
日

（水）
、
5
月
12
日

（水）
、
6
月
2
日

（水）
、
7
月
7
日

（水）
、
8

月
4
日

（水）
、
9
月
1
日

（水）

停
留
所
・
時
間

岩
野
会
館　
　
　
　
　
　
　

午
前
9
時

■
大
高
根
方
面

運
行
日　

4
月
14
日

（水）
、
5
月
19
日

（水）
、
6
月
9
日

（水）
、
7
月
14
日

（水）
、
8

月
11
日

（水）
、
9
月
8
日

（水）

停
留
所
・
時
間

深
沢
・
笹
原
さ
ん
宅　

午
前
8
時
50
分

山
の
内
・
井
上
商
店　

午
前
8
時
58
分

小
滝
公
民
館　
　
　
　

午
前
9
時
6
分

※
利
用
者
が
少
な
い
場
合
、
今
後
廃
止

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

■
県
営
楯
岡
ア
パ
ー
ト
（
笛
田
）

募
集
戸
数　

3
戸
（
2
・
2
・
4
階
、

3
Ｄ
Ｋ
）

■
県
営
楯
岡
中
町
ア
パ
ー
ト

募
集
戸
数　

1
戸
（
3
階
、
3
Ｄ
Ｋ)

入
居
資
格　

現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得

が
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
該
当
す
る
方

受
付
期
間　

4
月
2
日

（金）
～
8
日

（木）
の

午
前
10
時
～
午
後
6
時
（
月
曜
日
休

館
）
※
当
日
消
印
有
効

必
要
書
類　

県
営
住
宅
抽
選
申
込
書
、

63
円
切
手
2
枚

■
問
合
せ
／
県
す
ま
い
情
報
セ
ン
タ
ー

 

☎
０
２
３（
６
４
７
）０
７
８
１

む
ら
や
ま
桜
回
廊
バ
ス
ツ
ア
ー

　

市
内
の
桜
の
名
所
を
バ
ス
に
乗
っ
て

見
に
行
き
ま
せ
ん
か
。
昼
食
は
「
草
木

庵
」
で
郷
土
料
理
を
堪
能
し
ま
す
。

日
時　

4
月
18
日

（日）
午
前
9
時
50
分
～

午
後
4
時
頃

集
合
場
所　

Ｊ
Ｒ
村
山
駅
西
口

参
加
費　

２
、
８
０
０
円
（
昼
食
、
お

お
く
り
も
の
あ
り
が
と
う

が
ん
ば
れ
モ
ン
テ
デ
ィ
オ
山
形
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MURAYAMA HotNews

ヤマハ音楽教室（満1才～成人）

ヤマハ大人の音楽教室（中学生～：東根店にて）

無
料
体
験
教
室
実
施
中

生
徒
募
集
中

㈱菅野時計店楽器部
☎55-6111 楯岡五日町

☎53-0241 さくらんぼ東根駅前

東根支店管楽器工房Brass

広
告

お
知
ら
せ

　4月1日からスマホ決済アプリを利用して、納付書に印字されているコンビ

ニ収納用バーコードを読み取ることで、市税等を納付することができます。

利用対象税等（納付書に記載されている納期限まで利用可能）

市県民税（普通徴収）、軽自動車税（種別割）、固定

資産税・都市計画税、国民健康保険税、介護保険料、

後期高齢者医療保険料、保育料（副食費含み）、住宅

使用料、定住促進住宅共益費、水道料

利用できるスマホ決済アプリ

・PayPay　　・LINE Pay　　・PayB　　・支払秘書

利用手順

①スマートフォンにスマホ決済アプリをインストールし、必要事項を登録する。

②アプリで登録した銀行口座やコンビニATMなどで電子マネーをチャージする。

③アプリ内で請求書払いを選択し、納付書のバーコードを読み取る。

④支払内容を確認し、決済する。

※アプリの詳しい利用方法については、各アプリの公式ホームページをご

確認ください。

■問合せ／納付する税等の担当課

 税務課 ☎内線126　子育て支援課 ☎内線163

 建設課 ☎内線231　水道課 ☎内線181

市税等がスマホ決済で納付できるようになります

　今年1月から延期となっていた「令和3年村山市成人式」を次のとおり

開催します。

日時　5月2日(日)　午前11時～

会場　市民会館

対象者　平成12年4月2日～平成13年4月1日生まれの方

※新型コロナウイルス感染症の状況によっては内容等変更になる場合があ

ります。参加される方は市ホームページで詳細をご確認ください。

■問合せ／生涯学習課生涯学習係  ☎内線331

成人式のお知らせ

　オランダ出身の国際交流員ダニエルさんが画像や動画などを使って、オ

ランダ観光ツアーを開催します。海外に行かなくてもオランダを楽しめま

すので、ぜひ、ご参加ください。参加無料。先着15人。

日時　4月18日(日)午後1時30分～2時30分

会場　最上徳内記念館

対象　赤ちゃんから大人まで（低学年は保護者同伴）

■問合せ・申込み／東京オリンピック・パラリンピック交流課  ☎内線362

オランダ観光ツアーin最上徳内記念館

　次の日程で開催します。

日時　4月25日(日)　午前9時30分～

会場　東沢公園野外音楽堂前

内容　観閲、表彰（規模縮小で実施）終了後、着色放水

※諸般の事情により、中止となる場合があります。

■問合せ／消防本部  ☎(55)2514

消防大演習
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↑市ホームページ ↑居合道体験 ↑子育て支援アプリ

※住民基本台帳法の一部改正に伴い、日本人と外国人の合計数になります。

村山市の人口（3月1日現在）：23,123人　男：11,281人 女：11,842人   世帯数：8,107戸

　東京オリンピックの聖火リレーが、3月25日(木)に福島県をスタートしました。聖火リレーが村山市を通過す

る際に、沿道の交通整理などをしてくれる方を募集します。聖火リレーを一緒に盛り上げましょう！

■日時　6月7日(月)　午前10時～午後0時30分までの約１～2時間

■募集期間　4月28日(水)まで

■申込方法　氏名、住所、連絡先電話番号を、郵送、FAX、電子メールのいずれかでお知らせください。

■後日説明会を開催します。

　※聖火リレールート：https://tokyo2020.org/ja/torch/route/yamagata/

■申込み・問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課

　　　　　　　　　☎内線361、FAX(53)6868、e-mail:ory-para@city.murayama.lg.jp

市がホストタウン事業「特別賞」を受賞

　市は、東京オリンピック・パラリンピックのブルガリアのホストタウンとして2016年に登録され、

2017～2019年まで毎年、新体操ナショナルチームの事前キャンプ「R
ローズ

OSE C
キャンプ

AMP」を実施するなど、ホ

ストタウン事業に先進的に取り組んできました。

　今回、ホストタウンサミット2021において、「優良情報発信賞」

「オンライン交流賞」の2部門で特別賞を受賞しました。受賞は、当サ

ミット2019から3年連続となります。

　なお、賞状は市役所1階東京オリンピック・パラリンピック交流課前

に展示していますので、ご来庁の際などにはぜひ、ご覧ください。

■問合せ／東京オリンピック・パラリンピック交流課  ☎内線361

ホストタウン情報局

ホストタウンサミット2021

　2月20日(土)、全国のホストタウンの祭典「ホストタウンサミット2021」が開催されました。各ホストタウンの

活動紹介や、パラリンピアンによるトークなど、オンラインで楽しめる生中継のイベントが行われました。

　村山会場となった甑葉プラザでは、パブリックビューイングや独自のイベントとして、ブルガリアおもてなし料

理の紹介、ファンクラブによる新体操応援方法レクチャー、新体操体験コーナー、ブルガリアのお守り「マルテニ

ツァ」作り体験などを行いました。

聖火リレールート

聖火リレー　ボランティアを募集します


